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広
が
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
動
き

　

こ
の
夏
、
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
た
の
は
日
本
だ
け
で
な

い
。
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
、
本
部
・
ス
イ
ス
）
は

日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
な
ど
世
界
的
に
異
常
気
象
が

起
き
て
い
る
と
し
、
今
後
も
猛
烈
な
暑
さ
が
長
期
間
に

わ
た
っ
て
続
く
よ
う
に
な
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
異

常
気
象
の
直
接
要
因
は
地
域
ご
と
に
異
な
る
も
の
の
、

地
球
温
暖
化
が
影
響
し
て
い
る
と
の
見
方
に
は
論
を
俟ま

た
な
い
だ
ろ
う
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
九
九
七
年

十
二
月
に
京
都
で
開
か
れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
三

回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）
で
、
先
進
国
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
義
務
付
け
る
合
意
文
書
「
京
都

議
定
書
」
を
採
択
。
先
進
国
ご
と
に
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
削
減
目
標
が
設
定
さ
れ
た
ほ
か
、
国
際
的
な
協

調
に
よ
る
排
出
量
の
削
減
を
促
進
す
る
仕
組
み
も
導
入

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

続
い
て
二
〇
二
〇
年
で
失
効
す
る
京
都
議
定
書
以
降

の
新
た
な
枠
組
み
を
策
定
し
よ
う
と
、
二
〇
一
一
年

十
一
月
に
は
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
17
が
開
か

れ
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
に
加
盟
す
る
全
て
の
国
が
参

加
す
る
新
た
な
枠
組
み
づ
く
り
で
合
意
し
た
。
そ
し
て

二
〇
一
五
年
十
二
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
開
か
れ
た

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
「
パ
リ
協
定
」
が
採
択
さ
れ
、
翌
年
十
一

月
に
正
式
発
効
。
パ
リ
協
定
の
枠
組
み
を
受
け
て
日
本

平
均
気
温
上
昇
の
影
響
は
深
刻

　

そ
う
し
た
な
か
、
十
月
初
め
に
韓
国
・
仁
川
で
開
か

れ
た
国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
第
四
八
回
総
会
で
、
地
球
温
暖
化
が
現
在

の
度
合
い
で
続
け
ば
二
〇
三
〇
〜
二
〇
五
二
年
の
間
に

世
界
の
平
均
気
温
は
産
業
革
命
以
前
と
比
べ
て
一
・
五

℃
上
昇
す
る
可
能
性
が
高
い
と
す
る
「
一
・
五
℃
特
別

報
告
書
」
が
承
認
、
公
表
さ
れ
た
。
地
球
温
暖
化
対
策

の
国
際
的
な
枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」
で
は
、
世
界
の
平

均
気
温
上
昇
を
産
業
革
命
以
前
よ
り
二
℃
未
満
に
抑
え
、

可
能
な
ら
一
・
五
℃
未
満
に
と
ど
め
る
目
標
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
今
回
の
報
告
書
は
、
努
力
目
標
と
す
る

一
・
五
℃
の
気
温
上
昇
で
も
深
刻
な
事
態
を
招
く
こ
と

に
言
及
し
つ
つ
、
二
℃
上
昇
と
比
べ
て
影
響
を
軽
減
で

き
る
可
能
性
を
示
し
た
も
の
で
、
各
国
の
地
球
温
暖
化

抑
制
へ
の
取
組
み
強
化
が
一
層
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
そ
う
だ
。

は
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
、

二
〇
一
三
年
比
で
二
六
％
削
減
（
二
〇
〇
五
年
比
で
は

二
五
・
四
％
減
）
す
る
こ
と
を
世
界
に
約
束
し
て
い
る
。

増
え
続
け
る
住
宅
・
建
築
物
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

　

パ
リ
協
定
の
目
標
達
成
に
は
、
国
内
の
全
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
住
宅
・
建
築
物
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
強
化
が
不
可
欠
と
さ
れ
る
。
日

本
に
お
け
る
二
〇
一
五
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
部

門
別
に
み
る
と
、
一
九
九
〇
年
比
で
産
業
部
門
が
一 

二
・
六
％
減
、
運
輸
部
門
が
一
・
〇
％
増
。
一
方
、
住
宅
・

建
築
物
分
野
に
分
類
さ
れ
る
業
務
部
門
・
家
庭
部
門
は

二
四
・
八
％
増
と
大
き
く
増
え
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

パ
リ
協
定
で
は
住
宅
・
建
築
物
分
野
の
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
目
標
と
し
て
、
二
〇
三
〇
年
に
二
〇
一
三
年
比
約

四
割
減
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
、
二 

〇
一
五
年
一
月
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
（
社
整
審
、

国
交
相
の
諮
問
機
関
）
の
答
申
（
第
一
次
）
を
受
け
、
同

年
七
月
に
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上

に
関
す
る
法
律
」（
建
築
物
省
エ
ネ
法
）
が
成
立
。
二
〇 

一
七
年
四
月
に
全
面
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
で
建
築

主
に
は
、
床
面
積
二
、〇
〇
〇
平
方
㍍
以
上
の
新
築
建

築
物
に
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
を
義
務
付
け
た
。

　

世
界
に
目
を
転
じ
る
と
、
韓
国
で
は
延
べ
五
〇
〇
平

　

報
告
書
に
よ
る
と
、
世
界
の
平
均
気
温
は
産
業
革
命

以
前
か
ら
す
で
に
一
℃
上
昇
し
て
お
り
、
一
〇
年
間
の

平
均
〇
・
二
℃
上
昇
が
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
続
く
と
、

早
け
れ
ば
二
〇
三
〇
年
に
も
一
・
五
℃
を
超
え
る
と
予

測
す
る
。
一
℃
や
二
℃
な
ど
と
聞
く
と
あ
ま
り
大
し
た

こ
と
は
な
い
よ
う
に
感
じ
が
ち
だ
が
、
そ
の
影
響
は
、

海
面
上
昇
や
自
然
災
害
の
多
発
・
激
甚
化
、
生
態
系
の

変
化
な
ど
極
め
て
深
刻
だ
。

　

平
均
気
温
が
一
・
五
℃
上
昇
す
る
と
、
世
界
の
平
均

海
水
面
は
今
世
紀
末
ま
で
に
二
六
〜
七
七
㌢
上
が
る
。

こ
れ
は
気
温
上
昇
が
二
℃
の
場
合
と
比
べ
て
約
一
〇
㌢

低
く
、
世
界
で
被
害
を
受
け
る
人
々
を
一
、〇
〇
〇
万

人
減
ら
せ
る
と
推
計
し
た
。

　

気
温
上
昇
を
一
・
五
℃
に
抑
制
す
る
に
は
二
〇
三
〇

年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
を
二
〇
一
〇
年
比
約
四
五
％
削

減
す
る
ほ
か
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
二
〇
五
〇
年

に
全
電
源
の
七
〇
〜
八
五
％
に
高
め
、
石
炭
火
力
発
電

を
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
す
る
必
要
性
も
示
し
た
。

方
㍍
以
上
の
住
宅
・
建
築
物
、
フ
ラ
ン
ス
は
延
べ
五
〇

平
方
㍍
以
上
の
住
宅
・
建
築
物
を
適
合
義
務
の
対
象
と

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
や
ド
イ
ツ
で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
住
宅
・
建
築
物
に
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
を
義
務
付

け
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
日
本
は
大
規
模
建
築
物

だ
け
と
諸
外
国
に
比
べ
て
適
合
義
務
の
対
象
が
狭
く
、

ま
た
省
エ
ネ
性
能
の
表
示
制
度
も
努
力
義
務
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

社
整
審
が
対
策
の
在
り
方
で
審
議
を
再
開

　

パ
リ
協
定
の
目
標
達
成
に
向
け
、
国
交
省
は
九
月
に

「
今
後
の
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
在

り
方
」
に
つ
い
て
社
整
審
で
の
審
議
を
再
開
し
て
い
る
。

論
点
に
は
▽
新
築
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
基
準
適
合

の
確
保
▽
高
い
省
エ
ネ
性
能
を
有
す
る
新
築
住
宅
・
建

築
物
の
供
給
促
進
▽
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
省
エ
ネ
性
能
向

上 

│ 

の
三
つ
が
提
示
さ
れ
、
今
年
度
内
に
答
申
（
第

二
次
）
に
つ
な
が
る
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る
と
い
う
。

　

社
整
審
で
は
、
新
築
の
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
基

準
適
合
を
円
滑
か
つ
着
実
に
進
め
る
た
め
の
方
策
や
、

既
存
の
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
性
能
向
上
に
向
け
た

方
策
な
ど
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
る
。
先
進
他
国

の
動
向
か
ら
も
新
築
、
既
存
を
問
わ
ず
住
宅
・
建
築
物

に
対
す
る
省
エ
ネ
規
制
は
強
化
さ
れ
て
い
く
見
通
し
で
、

今
後
の
審
議
を
注
視
し
た
い
。

っ
か
り
秋
が
深
ま
っ
た
今
の
季
節
に
振
り
返
っ

て
み
て
も
、
気
象
庁
が
「
一
つ
の
災
害
」
と
表

現
し
た
こ
の
夏
の
暑
さ
は
異
常
だ
っ
た
。
屋
外
作
業
の

建
設
現
場
で
は
、
熱
中
症
対
策
に
腐
心
さ
れ
た
方
も
多

か
っ
た
に
違
い
な
い
。
最
高
気
温
三
五
℃
以
上
の
猛
暑

日
が
続
く
中
、
公
共
工
事
で
は
作
業
員
の
熱
中
症
災
害

を
防
ぐ
た
め
に
、
施
工
者
に
工
事
の
一
時
中
止
と
工
期

延
長
を
認
め
る
発
注
機
関
も
あ
っ
た
。

　

猛
暑
と
合
わ
せ
て
目
立
っ
た
の
が
豪
雨
や
台
風
に
よ

る
災
害
で
あ
る
。「
南
か
ら
入
っ
た
温
か
く
湿
っ
た
空

気
が
前
線
を
刺
激
」「
高
い
海
水
温
の
影
響
に
よ
り
、
超

大
型
で
猛
烈
な
勢
力
に
発
達
し
た
台
風
○
○
号
」
…
。

そ
ん
な
言
葉
を
天
気
予
報
や
ニ
ュ
ー
ス
で
何
度
耳
に
し

た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

地
球
は
確
実
に
温
ま
っ
て
い
る 

│ 

。
猛
暑
や
豪

雨
・
台
風
災
害
の
頻
発
に
よ
っ
て
、
地
球
温
暖
化
が
い

よ
い
よ
明
確
な
実
感
を
伴
っ
て
人
々
に
迫
っ
て
き
た
の

が
今
年
の
夏
だ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
平
均
気
温
一・五
℃
上
昇
で
特
別
報
告
書

住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
対
策
強
化
へ
法
制
度
改
正
も
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す


